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ー
ル
・
話
す
様
に
書
い
て
あ
る
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直
接
、
会
っ
て
ほ
し
い
。

 
と
て
も
親
し
い
。

 
関
西
弁
（
方
言
）
を
使
っ
て

 
親
し
み
や
す
い
言
葉
遣
い
。

 
好
意
を
寄
せ
て
い
る
女
性
。

言

 
相
手
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い

　
②
　
相
違
点
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

教
材
①
メ
ー
ル

 
相
手
の
立
場
を
思
い
や
っ
て
い
る
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自
分
の
必
死
な
思
い
を
伝
え
て
い

 
相
手
が
依
頼
に
応
じ
や
す
い
よ
う

（
譲
歩
条
件
や
必
要
な
情
報
を
添
え

 
自
分
の
お
願
い
（
依
頼
）
を
具
体

「

説
得
力
の
あ
る
手
紙
を
書
く
」
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組
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〕
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○
　
教
材
②
の
依
頼
状
を
読
ん
で
教
材
①
の

　
①
　
共
通
点
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

本
日
の
学
習
で
学
ん
だ
こ
と

依
頼
文
を
書
く
に
は
、
相
手
の
立
場
や

き
り
伝
わ
る
よ
う
に
書
く
必
要
が
あ
る
。

度
）
に
よ
っ
て
変
わ
る
。

手
段

 
手
紙

 
形
式
に
の
っ
と
っ
て
書
い
て
あ
る

依
頼
の

内
容

言
葉
遣
い

 
仕
事
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

い
る
。

教
材
②
依
頼
状

比
較
の
観
点

る
。

い
る
。

う
に
配
慮
し
て
い
る
。

え
る
。
）

体
的
に
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
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を
始
め
て
２
時
間
目

号
　
氏
名
〔
　
　
　
　
　
〕

の
メ
ー
ル
と
比
較
し
よ
う
。

や
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
、
自
分
の
依
頼
も
は
っ

る
。
ま
た
、
書
き
方
は
、
相
手
と
の
関
係
（
親
密

相
手
と

の
関
係

 
知
り
合
い
で
は
あ
る
が
、
目
上
の
人

 
丁
寧
な
言
葉
遣
い

相
手

 
社
会
的
地
位
の
あ
る
年
配
の
男
性
。
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